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日 本産 ヒ メ ハナ カ メ ム シ類の分類 と同定
やすなが と も ひ で かし お と も と し

農林水産省野菜 ・ 茶業試験場久留米支場 安永 智秀 ・ 柏尾 具俊

ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 ( Orius spp. ) は捕食性の一群であ

る ハ ナ カ メ ム シ科 (Anthocoridae) に属 し ， 世界か ら お

よ そ 40 種が知 ら れて い る 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類の多 く の

種 は耕作地 に 普通 に 見 ら れ， 様々 な作物上でア ザ ミ ウ マ ，

ア ブ ラ ム シ， ハ ダニ 等の農業害虫 を効率的 に 捕食す る 。

欧米で は早 く か ら そ の 有効性 に 着眼 し ， 生物的防除へ応

用 す べ く 研究 が 進 ん で お り ， 実 際 に 北 米 原 産 の 一 種

Orius insidio幻tS が ヨ ー ロ ッ パ の あ る 企業 に よ っ て 大量

増殖 さ れ， ア ザ ミ ウ マ 防除用 と し て販売 も さ れて い る 。

ヨ ー ロ ッ パ と 北米大陵 に は， ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 は そ

れぞれ 10 種前後が分布 し て い て ， こ れ ら は互い に よ く 似

て お り ， 識別困難であ る が， 分類学的研究がそ れ相応に

進んで い る た め (WAGNER， 1952， 1967 : PERICART， 1972 : 

HERRING， 1966， etc.) 種 も か な り 正確 に 同定 さ れ， 結果 と

し て 生物的防除への利用 も 可能 に な っ た と 見 て よ い。

一方， 我が国 で は重要 な侵入害虫 で薬剤抵抗性の高い

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ に 対す る 有効天敵 と し て ， ヒ メ

ハ ナ カ メ ム シ類 は と み に ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れて き た 。 ア

ブ ラ ム シ な ど も 捕食す る た め ， そ の 有効性 を 示唆 し た論

文 は 多 い。 と こ ろ が， 日 本 の ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類に お け

る 分類学的研究 は従来 ほ と ん ど手つ かずの状態であ っ た

た め ， 過去の文献 に み ら れ る “ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ " あ る

い は “ Orius sp." と い う も の が， 一体 どの種 を き し て い

る の か現時点 で は判然 と し な い 。 過去 日 本か ら は ， コ ヒ メ

ハ ナ カ メ ム シ， O. minutus (LINNAEUS) 及 びナ ミ ヒ メ ハ

ナ カ メ ム シ ( ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 改称) ， O. sauteri (POPPIus) 

の記録が あ る が， こ の既知 2 種の正確な 同定す ら き わ め

て 困難な状態であ っ た 。 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類の分類が困

難な原因 と し て は ， カ メ ム シ の 中 で も 体が最 も 微小な こ

と (体長 2 mm 内外) ， 酷似 し た 近縁種が多 い こ と ， 明確

な外観的分類形質 に 乏 し く 雄交尾器 を 解剖 ・ 検鏡 し な け

れ ば種 を 100%確実 に 同 定 で き な い こ と な ど が あ げ ら

れ る 。 し か も 多 く の場合， 同 じ場所， 同 じ植物 (作物)

上 に ， か つ 時 を 同 じ く し て 複数種が混棲す る た め ， 種の

混同が頻繁 に起 こ る の で あ る (表 1 参照) 。 こ の た め生物

防除利 用 の 方途が， な か な か具体的に 開 り な か っ た の も

や む を 得 な い 。

本文 で は 日 本 に 生息 す る ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 類 ( Orius
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属) お よ そ 2 ， 000 個体の襟本 を検鏡 し ， 確認 さ れた 全 6

種 に つ い て概説す る と と も に ， 各種の 区別点， 識別法 に

も 言及す る 。 な お ， 混乱 を 少 し で も 減 ら す た め に ， 各種

に 明確な和名 を与 え て お き た い 。

I 日 本産 ヒ メ ハナ カ メ ム シ類各種の概説

1 コ ヒ メ ハナ カ メ ムシ O. minutus (LINNAEUS) 
Orius 属の 中 で最 も 分布が広 く ， ユ ー ラ シ ア ， 北 ア フ リ

カ ， 北米か ら 知 ら れ る 。 日 本で は本土全域 と 対馬 ， 隠岐

島 な ど一部の島唄か ら も 発見 さ れ る 。 た だ し南西諸島か

ら は未知。 ナ ス ， キ ュ ウ リ ， ダ イ ズ， キ ク ， ト ウ モ ロ コ

シ な ど い ろ い ろ な作物上 に 多 い。

2 ナ ミ ヒ メ ハナ カ メ ムシ O. sαuteri (POPPIUS) 
日 本本土全域 に 普通で， こ と に 西 日 本では個体数が多

い が島嘆か ら は未知。 本種 は POPPIUS (1909) に よ っ て 神

奈川 県か ら 記載 さ れ， ロ シ ア 極東部， 中 国， 韓国 か ら も

知 ら れ る 。 一般 に 半鞘麹， 肢 は 淡色で あ る が， 東北， 北

海道， あ る い は極東 ロ シ ア な ど寒冷地の個体で は ， 体全

体が黒化す る 傾向が あ る 。 こ う し た 黒化型の個体 は 西 日

本で も ま れ に み ら れ， 一種の遺伝型 な の か も し れ な い。

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の生物防除 に 最 も 期待が持た れ

る 種であ る 。

な お本種の和名 は， 従来単 に “ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ " と

呼ばれて い た が， こ の グ ル ー プ全体の 呼称 と 重複 し ， 誤

解 を 招 く 恐れが あ る た め上記の和名 に 改称 し た 。

3 タ イ リ クヒ メ ハナ カ メ ムシ (新称)

本 種 は 今 の と こ ろ 中 国 南 部 を 模 式 産 地 と す る 0.

similis ZHENG， 1982 に該当 す る と 考 え ら れ， 上記の和名

を与 え た 。 近 い う ち に模式標本 と 比較 し た上で， 学名 を

は っ き り さ せ た い 。 我が固 に お い て は 九州， 四 国 の 太平

洋岸， 紀伊半島南部で多数個体 を採集 し て い る 。 生息地

で は コ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ と 混棲す る 上， 外観的 に 区別す

る こ と が き わ め て 困難であ る た め ， 同 定 に は雄交尾器 を

精査す る 必要が あ る 。

4 ツ ヤ ヒ メ ハナ カ メ ムシ

本種 は 日 本本土 ほ ぽ全域 に 知 ら れ， 本文 と 相前後 し て

新種 と し て 記載 さ れ る 予定 で あ る (YASUNAGA， 1993) 。 本

種 は 前 3 種 と 同 じ Heterorius 亜属 に含 ま れ る が， 他種 と

の 区別 は容易 であ る 。 む し ろ ヨ ー ロ ッ パ~ ロ シ ア 沿海外|

に分布す る O. majusculus と 近縁で， 代置関係 に あ る の
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か も 知れ な い 。 関東~西 日 本の 水 田 や ， イ ネ 科雑草の は

び こ る 荒れ地 に 多 く ， ナ ス ， ピ ー マ ン， カ ボ チ ャ な どの

作物上で も 見つ か る 。

5 ミ ナ ミ ヒ メ ハナ カ メ ムシ

沖縄本島南部か ら の み見つ か っ て い る 特異 な種で， お

そ ら く 中 国南部， 東洋熱帯， 豪州， ミ ク ロ ネ シ ア に 広 く

分布す る O. tantillus (MOTSCHU凶KY) と 思わ れ る 。 本種

は前胸背， 雄交尾器の形態が独特で， 既知の 亜属 に は 当

て は ま ら な い。 も と も と Orius 属 の E属 レベルの体系 は

ヨ ー ロ ッ パ の 種 を 中心 に 提唱 さ れた も の で あ る た め ， 熱

帯や新大陸 に は， 新亜属 を 設 け て 整理すべ き 種が多 く 残

さ れて い る 。 筆者の安永 は 1992 年 11 月 上旬 に 沖縄本島

南部で実際 に 現地調査 を 行 っ た が， そ の 折採 集 さ れ た

300 個体あ ま り の標本 は す べ て 本種で， 他の種 と の 混棲

は確認 し て い な し 弘 た だ時期 に よ っ て は 他の ヒ メ ハ ナ カ

メ ム シ類が混 じ る 可能性が あ る 。 い ず れ に し て も 南西諸

島 に 1 種 し か分布 し な い と は 考 え 難 く ， 今後 さ ら に調査

す る 必要があ る 。

6 ケ ブ カ ヒ メ ハナ カ メ ムシ

Orius 亜属 に 含 ま れ る 未記載種 と 考 え ら れ る も の で，

宮本正一博士 に よ っ て 福 岡市能古島 で採集 さ れ た 2 ♀

が， 現在 ま で に も た ら さ れた 全標本で あ る 。 雄が未知で

あ る た め新種 と し て 記載す る の を据 え 置 い て い る が， 日

本 は も ち ろ ん周辺諸国 か ら も ， Orius 亜属 に 該当 す る 種

の記録 は ま だ な く ， 本種の発見 は 非常 に 興味深い も の で

あ る 。 な お， Orius 亜属 は 前胸背側角 に 合計 4 本の長 い 剛

毛 を有す る こ と で， 一見 し て Heferorius 直属 と は 区別可

能であ る 。

な お ， 小笠原諸島 に 固有 な 一属一種の オ ム ラ ハ ナ カ メ

ム シ (Kitocoris omura HERRING) が， Orius と き わ め て

近縁であ る こ と が示唆 さ れて い る (YASUNAGA， 1992) 。 あ

る い は ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の 一群 と し て 扱 う べ き も の か も

しれな い が， 今回 は と り あ え ず省 き ， こ れ に つ い て の詳

細 は別の機会 に 譲 る こ と と し た い。

E 耕作地 に普通 な ヒ メ ハナ カ メ ム シ類の

外観 に よ る 種の識別法

I で述べた 1�6 の 各種 の う ち ， 耕作地 に 普通 に み ら

れ， 同 じ 作物上で混楼す る も の は ， Heterorius 亜属 に 含

ま れ る ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， コ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， タ

イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ， ツ ヤ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の 4 種

であ る (表一1 ) 。 関東以北 に タ イ リ ク ヒ メ は分布せ ず， ツ

ヤ ヒ メ も 少 な い よ う だが， ナ ミ ヒ メ と コ ヒ メ は普通 に 混

棲す る 。 こ の 中 で， ツ ヤ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ だ け は一見 し

て 区別が可能であ る が， 残 り の 3 種 を 外観的 に ， あ る い

表 - 1 西 日 本本土に お け る ヒ メ ハナ カ メ ム シ類の混槙例

調査地及 び植物 (作物) 調査時期 雄個体数 ナ ミ ヒ メ ハ ナ コ ヒ メ ノ 、 ナ タ イ リ ク ヒ メ ノ 、 ナ ツ ヤ ヒ メ ハ ナ

岡 山 県 山陽町 ( キ ュ ウ リ ・ 露地) 10月 上 25 18/72 . 0  7/28 . 0  0 /  0 . 0  0 /  0 . 0  

同 上 ( イ ネ ・ 水田 ) 10月 上 19 4/21 . 1  0/ 0 . 0  0/ 0 . 0  15/78 . 9  

同 上 ( サ ル ス ベ リ 花) 10月 上 19 4/21 . 1  15/78 . 9  0 /  0 . 0  0 /  0 . 0  

岡 山 県八東村 ( キ ク ・ 館地) 10月 上 17 9/53 . 0  5/29 . 4  0/ 0 . 0  3/17 . 6  

岡 山 県久米町 ( ダイ ズ ・ 露地) 10月 上 13 5/38 . 4  4/30 . 8  0/ 0 . 0  4/30 . 8  

岡 山市金山 ( キ ク ・ 露地) 10月 上 174 134/77 . 0  40/23 . 0  。/ 0 . 0  0 /  0 . 0  

高知県南国市 ( ナ ス ・ 露地) 7 月 上 22 10/45 . 5  2/ 9 . 0  10/45 . 5  0 /  0 . 0  

同 上 ( ナ ス ・ ハ ウ ス ) 9 月 上 22 16/72 目 7 0/ 0 . 0  6/27 . 3  0/ 0 . 0  

福岡市南公園 ( ア カ メ ガ シ ワ花) 7 月 上 24 0/ 0 . 0  8/33 . 3  16/66 . 7  。 / 0 . 0  

福岡 県甘木市 ( ナ ス ・ 露地) 8 月 下 14 8/57 . 1  6/42 . 9  0/ 0 . 0  0 /  0 . 0  

熊本県植木町 ( ナ ス ・ 箆地) 9 月 上 7 4/57 . 1  3/42 . 9  0 /  0 . 0  。 / 0 . 0  

宮崎県西都市 ( ナ ス ・ ハ ウ ス ) 8 月 上 6 5/83 . 3  0/ 0 . 0  。/ 0 . 0  1/16 . 7  

鹿児島市上福元 ( カ ボ チ ャ ・ 露地) 8 月 下 62 36/58 . 1  0/ 0 . 0  23/37 . 1  3/ 4 . 8  

数値 は各種の雄個体数/百分率 を示 し， 誤同定 を 避 け る た め雌は除外 し た ( デ ー タ は す べ て 1992年調査分)
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は雌成虫 だ け で確実に識別す る 方法 は ま だ な い。 し か し

100 % の 区別 は無理 と し て も ， 以下の検索表 を用 いればか

な り 正確 に 種 を 区別す る こ と が可能で あ る 。

1 .  前胸の 四 隅 に は顕著な剛毛が あ る (図ー1 D)

日 ケ ブカ ヒ メ

前胸の 四 隅 に 剛毛 は な い … … ・ … ・ … … … . . . . .2

2 .  前胸背， 小楯板の毛は短 く 不明瞭 (B) ミ ナ ミ ヒ メ

前胸背， 小楯板の 毛 は 明 ら か ー … … . . . . .3 

3 .  頭部前葉 は 淡色。 前胸背 は毛が少な く ， 点刻 も 疎で

光沢強い (C) … ・ … … ・ … … ー … … ツ ヤ ヒ メ

頭部全体暗色。 前胸背 は 密 に 毛 を 生 じ ， 点、刻 も 明 ら

か ・ ・ ・ ・ ・ ・ … . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ー ・ ・ ・ . . . . . . . . . . . . . .4 

4 . 後脚腿節 は通常淡色。 暗化す る 場合 は半輪麹， 腔節

も 同様 に 稽化す る こ と が 多 い … … ・ ・ ・ … … ・ ・ ナ ミ ヒ メ

後脚腿節基半部 は通常晴褐色。 淡色の場合で も 腔節

は普通暗化せ ず， 半輪麹 は模状部 を 除 い て 淡色 一5

5.  半輪麹模状部 は通常広 く l暗色で， 淡色の革質部 と の

色調差がは っ き り し て い る ー ・ ・ ・ タ イ リ ク ヒ メ

半鞘麹模状部 は通常先端部が狭 く 暗化す る ， 全体的

に 暗化す る 場合で も 革質部 と の色調差 は 目 立 た な い

図 - 1 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ 類の頭部及び前胸背

A : コ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ ( ♂ ) ， B : ミ ナ ミ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ

( ♂ ) ，  C : ツ ヤ ヒ メ ノ 、 ナ カ メ ム シ ( ♀ ) ， 0 : ケ 7.カ ヒ メ ノ 、 ナ カ

メ ム シ ( ♀ ) .

(A) . . . . . . . . . . . . . . .  ・ … ・ ・ ・ ・ … … 一 ・ ・ ・ ・ … コ ヒ メ

皿 雄生殖器 を 用 い た 同 定 テ ク ニ ッ ク
よ り 正確 な 同定 を 要す る 場合， ナ ミ ヒ メ ， コ ヒ メ ， タ

イ リ ク ヒ メ の 3 種 に つ い て は ， 雄生殖器の左把握器の形

態 を検鏡す る 必要があ る 。 対象が微小で、あ る た め ， と っ

つ き は大変で あ る が， 慣れ る と さ し て難 し い も の で は な

し 的確に識別で き る 。 ハ ナ カ メ ム シ類の多 く の種で は ，

右側の把握器が退化 し て お り ， ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 も 同

様 に 左側の把握器 だ け が腹部第 9 節の背面側 に 露 出 し て

い る (図-2 A) 。 そ の た め， 麹 の後方部 を め く れば， お お

よ そ の形態 は 見 る こ と がで き ， 必ず し も 苛性 カ リ 処理 し

て 永久 プ レパ ラ ー ト を作製す る 必要 は な い。 た だ乾燥標

本の状態で こ の操作 を行 う と ， よ ほ ど注意深 く や ら な い

限 り 麹が破れた り ， 脱落 し て し ま う の で， 被検材料は予

め 70�80% ア ノレ コ ー Jレ標本 に し て お け ば， 後の操作 は簡

単 に な る が， た だ ア ノレ コ ー ル漬の ま ま では長期保存 に 耐

え な い。 そ の た め ， 把握器の形状 を 確か め た ら 速 や か に

乾燥標本 に す る 必要が あ る 。 幸い ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ の ク

チ ク ラ は意外に し っ か り し て い る の で， ア ル コ ー ル か ら

そ の ま ま 炉紙 か テ ィ ッ シ ュ ペー パ ー に のせ て乾燥 さ せ て

も ほ と ん ど変形 し な い ( た だ し 1 年以上経 っ た も の， 酢

酸な ど を混入 し た特定の 固定液 に 保存 さ れた標本 は保証

し かね る ) 。 標本作成 は 多 く の微小昆 虫 に 準ず る 。 す な わ

ち 三角台紙 に マ ウ ン ト し ， ラ ベノレ に採集 デー タ と と も に ，

図 - 2 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類♂ 腹部末端模式図 (A) 及 び左把

握器 (8-0)

A&B : タ イ リ ク ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ， C ナ ミ ヒ メ ノ 、 ナ カ メ ム

シ ， 0 コ ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ . 1 :  corn， 2 ・ flagellum， 3 :  

denticule. 
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把握器 の 形状 で確認 し た 種名 も 記 し て お け ば万全 で あ

る 。

以下， ナ ミ ヒ メ ， コ ヒ メ ， タ イ リ ク ヒ メ 3 種の把握器

を 用 い た検索表 を記す。

1 .  flagellum は短 く ， 基半部が明 ら か に膨大 し ， corn は

先端で狭 ま ら ず， 尖 ら な い ( 図 2 C) … … ナ ミ ヒ メ

flagellum は明 ら か に 長 く ， corn は 扇 平で基部 は 幅
広 く ， 先端で狭 ま る . . . . ・ H ・ . . . . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . . ・ H ・ . . . .2

2 .  denticule は顕著で， flagellum の基部 と ほ ぽ接す る
(D) . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ . . . . . ・ H ・ - ・ コ ヒ メ

denticule は小 さ く ， corn の 先端 に 寄 っ て 位置す る
(B) . . ・ H ・ . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . … . . . ・ H ・ . . ……タ イ リ ク ヒ メ

お わ り に

最近， 外国産 の ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 を輸入， 放飼 し よ

う と す る 試みが検討 さ れ， と こ ろ に よ っ て は 既 に 放飼 を

行っ た と い う よ う な こ と も 耳 に す る 。 し か し ， 日 本産の

ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ類 に お け る 分類学的研究 は ま だ完結 し

た わ け で な く ， 未調査の地域の 方が ま だ 多 い の が現状で

あ る 。 こ の よ う な状況下で外国産の種が放飼 さ れて し ま

う と ， 万一野外で採集 さ れた 場合， 自 然分布 し て い た 種

と 誤認 さ れ， 混乱 を 招 く お そ れが あ る ばか り で な く ， 生

物地理や 系統 を論ず る 派生的 な研究 に も 弊害 を も た ら す

こ と が予想 さ れ る 。 ま た ， 外国産の種の放闘 が在来の 生

態系 に与 え る 影響 も 現時点で は 不明確で あ る 。

ヨ ー ロ ッ パ やハ ワ イ に お け る 外国産 ヒ メ ハ ナ カ メ ム シ

類の放飼 は ， 分類学的研究が進ん で フ ォ ー ナ が明 ら か に

な っ た 後 に 行 わ れた も の で あ る 。 も っ と も 日 本産 の 種 に

お い て も そ の 有効性 は 立証 さ れ て お り (永井， 1991 な

ど) ， ま ず は在来の種 を 応用 す る 方策 を講 じ る こ と が望 ま

れ る 。
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新 刊 ! 『最新農薬の規制 ・ 基準値便 覧』
B 5 判 本文 243 ペ ージ 定価 1，800円 (本体 1 ， 748 円 ) 送料 380 円

現在， 農林水産省 ・ 厚生省 ・ 環境庁 で は ， 農薬 に 係 る 各種の規制 ・ 基準 に つ い て 見直 し が な さ れて お り ま す。

平成 4 年 10 月 27 日 に 厚生省が 「残留農薬基準」 を大幅 に 改正 し ， こ れ に 伴 っ て 農林水産省が 「農薬安全使用基

準」 の 改訂 を 発表す る な ど， 一つ の 省庁で発表 し た 規制や基準 は他の省庁 の規制や基準 に 大 き く か か わ り あ っ て

お り ま す。 ま た ， そ う し た規制や基準 は ， 告示 さ れ る 名称 も 農薬の関係者 に と っ て 馴染 み の 薄 い も の で あ り ， さ

ら に省庁の 違 い に よ り 同 じ 農薬で あ っ て も ， そ の 呼び名 が違 っ て お り ま す。 こ う し た 点 を踏 ま え ， 農薬関係者 に

と っ て 活用 し や す い よ う に規制 ・ 基準の設定名称 を す べて農林水産省の 一般名 に 読 み換 え ， ISO 名 や商品名 も 付

記 し た 資料 に 編集 い た し ま し た 。 巻末 に は農薬の名称 (一般名 ・ ISO 名 ・ 設定名称) と 化学名 か ら 引 け る 索引 を

つ け ま し た 。 農薬 に 関係 す る 業務 に 携わ ら れ る 方た ち に と っ て座右の 資料 と し て ご活用 く だ さ い。

「残留農薬基準J (平成 5 年 3 月 4 日 告示分 ま で) ， r農薬登録保留基準J (平成 4 年 1 1 月 4 日 告示分 ま で) ， r農

薬安全使用基準J (平成 4 年 11 月 30 日 公表分) ， r水道水質基準J (平成 4 年 12 月 21 日 告示分) ， r環境基準J (平

ー 成 5 年 3 月 8 日 告示分) ， そ の 他。

お 申 し込み は前金 (現金書留 ・ 郵便振替 ・ 小為替 な ど) で直接本会 ま でお 申 し 込 み下 さ い 。

一一一 27 一一ー


